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本教室の学びの 3 つの柱 
——論理的思考力・英書多読・討論—— 

 
〈速読・要約・創造〉の能⼒ 
いま世界は、IT（情報通信）と AI（⼈⼯知能）の技術⾰新と普及にリードされ、英語を共通

語として緊密につながりあい、⼤きな変化をとげつつあります。その中で、これからの社会・
⼊試では、どの分野に進むにせよ、英語をつかって次の３つの能⼒――〈速読・要約・創造〉
の⼒――を⾝につけることが求められるようになっています。 

ª 大量の情報を速く、正確に読みとく                              速読 

ª 未解決の課題の問題の本質を見抜いたり、対立の中心点を見つける             要約 

ª 他の取り組みを参考にしながら理論を軸に解決策を組み立てたり、新たに問いを立てる  創造 

 
しかし、みなさんは学校で〈速読・要約・創造〉の⽅法やスキル（技術）を教わったことが

あるでしょうか？ おそらく、ほとんどの⼈がないと思います。〈速読・要約・創造〉といっ
た作業は、⽇本の⾔語⽂化および社会の中では、ほとんど発達してこなかったものだからです。 

もともと〈速読・要約・創造〉は、論理的な考え⽅・思考法を⼟台にして発達してきた能⼒
やスキルです。その論理的な思考法とは、英語などのヨーロッパ⾔語の⽂章・会話にふかく浸
透した⾔語⽂化、⾔語感覚なのです。英語でコミュニケーションをする⼈たちが、息をするよ
うに、いつもたがいに使っているものであり、それが英語使⽤者の増⼤とともに、グローバル
社会の不可⽋な教養として世界に普及していったものです。 

ですから、英語をまなぶことが現代に⽣きる私たちに⽋かせないものなのだとしたら、英語
学習のステップの中に、〈速読・要約・創造〉を⾝につけるための論理的思考法を組み込んで、
あわせて学びを進めること、これがとても重要になります。 

 
⽇英 2 ⾔語での〈速読・要約・創造〉⼒ 
本教室では、英語をその論理的思考法とあわせて、基礎から学びなおします。いわば、〈英

語＋論理〉という学びの⽅法をとります。 
そうすると、なにより英語をつかっている⼈たちが、どのように⼈と意⾒を交わしたり、議

論や⽂章を組み⽴てて、創造に取り組んでいるか――つまり、そもそも何のために本を読んだ
り討論をしているのかが、理解できるようになります。そしてその主⽬的に納得がいけば、そ
れに合わせて、速読や要約のスキルも、とても簡単に⾝につけられるようになります。 

逆に、これまで⽇本の学校や塾、予備校が教えてきたように、英語を⽇本語に訳し、置き換
えながら理解していく伝統的な英語学習法を続けていっても、⽇本語ベースの思考法になじみ
にくい〈速読・要約・創造〉の能⼒は⾝につきにくく、また、英語の語感もコミュニケーショ
ンも、理解するのがとても難しくなってしまいます。⽇本の伝統的な英語学習法は、⽇本語で
書かれた⽂法や単語の解説をよく読んで、⽇本語の思考法の中で、⽇本語を軸や⼟台にして、
英語を考えているものですので、〈速読・要約・創造〉といった⽇本語の思考法にはなじみに
くいスキルをそこから伸ばしていくことは⾄難のわざとなるのです。 

 
本教室の学びの 3 本柱 
本教室では、独⾃に開発した、⾮常に簡単な英⽂の速読・要約法を紹介します。そうして英

語の⽂章を読みとく作業をとおして、論理的思考とはどういうものなのかの感覚をつかみ、ま
ず英語での〈速読・要約・創造〉のスキルを⾝につけます。そしてその中で、⽇本語での〈思
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考⼒・読解⼒・表現⼒〉（⽂科省の新学習指導要領の⽬標）もあわせて向上させていく学習プ
ログラムを組み⽴て、実施しています。 

これは⽇本の家庭や学校、社会にくらす多くの⼈びとが、協調性や勤勉な暗記学習などの能
⼒を⾝につけていることを否定するものではありません。中⾼⽣や⼤学⽣には⽇本の教育が得
意とする暗記学習をそれぞれの学校で続けてもらいながら、そこにプラスして、現代のグロー
バル社会で必須になった能⼒を本教室で加えてもらうことで、⻑所と個性を伸ばしていこうと
する、学びのアップデートであると考えています。 

 
本教室での学びは、3本柱からなります。 
第 1 の柱は、答えのまだない問題にもとりくんでいける、強靭な➀論理的思考⼒をきたえる

ことです。 
本教室の学びは、まず⺟語として⾝についた⽇本語を、英語のように分解したり組み合わせ

たりする〈ことばブロックあそび〉からスタートします。幼児がカードや知育玩具をつかって
⽇本語をおぼえるように、パソコン上のマインドマップをつかって、英語のように論理的にこ
とば・⽂章を組み⽴てる思考法を、⾔語感覚の基盤から習得しなおします。 

その上で、英語で発達した論理学・修辞学・読解法のレッスンをとおして、代表的な思考と
⽂章の型（帰納法、演繹法、弁証法、ポイント発⾒型、対策提案型、分析中⼼型）をおぼえ、
型をつかいながら〈考える⼒〉をやしないます。型をおぼえることができれば、速読・要約・
討論や⽂章作成が⾮常に楽に、また楽しくもなります。 

そして⽇本全国の公⽴⾼校⼊試や難関⼤学の⼊試問題からえりすぐった英⽂を教材にして、
速読と要約を実践的に練習し、推薦・総合型⼊試で求められるアカデミックな思考⼒を⾝につ
けます。材料にする⽂章は欧⽶の⼤学の授業でもつかわれるもので、書き⼿はノーベル賞など
の受賞者、権威ある国際機関（国連、ユネスコなど）、芸術から医学まで各界の有⼒な学者、
ベストセラー作家などです。でこれをとおして各分野の学問の基礎や、コロナ対策・環境・⾦
融問題など研究の最先端に触れ、⾃分のこれからの学びの計画を述べられるようにします（そ
の⼀例は後掲の「英語問題⽂の主な出典論著」を参照ください）。 

 
第 2の柱は、⽇常⽣活の⼀部として➁英語の本を多読する習慣を⾝につけることです。 
2020 年以降の新型コロナウイルスによるパンデミックは、世界中で学びの機会をおびやかし

ました。しかしその対策の必要もあり、もっとも進んだ質の⾼い英語学習プログラムに、各家
庭のパソコンやスマホからでも、オンラインでアクセスできるようになりました。本教室では、
英語圏で最古の⼤学で、各種の⼤学ランキング（教育⼒部⾨も含む）で世界第 1 位に選ばれて
いるオックスフォード⼤学が提供する多読教材読み放題プラン、Oxford Reading Club（略称 
ORC。⽉額 990 円）をつかった勉強法・読書プランをサポートしています。これにより、 

ª 忘れやすい活字上の（⽇本語中⼼の）暗記でなく、画像・オーディオ・クイズで単語
をおぼえ 

ª 〈聞く・読む・書く・しゃべる〉が⼀体になった、レベル別教材で英語の本を多読で
き 

ª 英語を（⽇本語訳せず）英語のまま読んで理解する〈英語脳〉を⾃分の頭にそだてる 
といった、以前なら数年間留学しなければできなかった学習がどこでも可能になりました。
そして英語の本を英語のまま多読・速読することで、 

ª ⽇本語の思考法にはなじみにくい論理的思考を、より簡単に理解・体得できるように
なり 
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ª 世界の先⼈たちがどのように⾃由な発想をふくらませ、開発やブレークスルーを実現
してきたか、創造⼒のお⼿本を読書で追体験し、⾃分の中にストックすることができ
ます。 

ただし、英書の多読はひとりでは続けにくく、ORC の教材も⾮英語圏では活⽤法を⼯夫する
必要があります。その活⽤法についてくわしくは、別のページ「英書多読のすすめ」を参照く
ださい。 
 
最後に、➁の多読で得た知識・情報を、➀の論理的思考⼒をつかって⾃分の意⾒に組み⽴て、
多様な考えをもった⼈たちと話しあいブラッシュアップしていく、➂討論の経験を積むことで
す。本教室では、オンライン上の無料マインドマップ・アプリをつかい、異なる意⾒・⾒⽅を
組み合わせて新たなアイデア・解決策を⾒つけだす、ディスカッション中⼼の授業を、週１回
のペースでつづけていきます。 

 
以上のように、本の読み⽅・まとめ⽅の技術を教え、⽇常的に英語の本を多読する⽅法をサ
ポートし、その上で、授業では意⾒を出しあい、学問研究の多彩な理論・分析・解決法を吸収
しながら、それぞれの個性を伸ばしていく――これが最新の学習ツールを活⽤したグローバル
標準の学び⽅であると考え、⾃信をもって新しい学びに参加することをおすすめしています。 
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